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社
会
教
育
功
労
者

社
会
福
祉
功
労
者

瑞
浪
市
功
労
者
表
彰

保
健
衛
生
功
労
者

産
業
功
労
者

11
月
15
日
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
市
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
称

え
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

瑞
浪
市
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
二
十
八
人
と
一
団
体
に

功
労
者
表
彰
が
、
四
十
五
周

年
記
念
特
別
表
彰
と
し
て
個

人
十
一
人
、
八
団
体
に
表
彰

状
が
、
ま
た
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
た
個
人
二
十
五
人
、
十

七
団
体
に
感
謝
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
教
育
委
員
会
表

彰
と
し
て
、
教
育
・
文
化
・

体
育
な
ど
の
振
興
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
十
四
人
と

六
学
校
に
教
育
功
労
者
表
彰

が
、
個
人
一
人
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
市
制
四
十

五
周
年
記
念
映
画

『

20
世
紀

わ
が
街
〜
瑞
浪』

が
上
映
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

(

表
彰
者
順
不
同
・
敬
称
略)

◎
保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
更
生

保
護
事
業
に
尽
力

天
野
長
三
郎

(

大
湫
町)

加
藤
文
子

(

陶
町)

◎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展

に
尽
力

河
合
眞
佐
美

(

上
野
町)

水
野
省
孝

(

陶
町)

◎
体
育
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力

梶
田
静
子

(

土
岐
町)

古
橋
起
洋
史

(

大
湫
町)

柴
田
増
三

(

稲
津
町)

◎
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
に
て
二
年
連
続
四
度
の
全
国
制
覇

を
成
し
遂
げ
瑞
浪
市
の
名
声
に
貢
献

中
京
商
業
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

(

土
岐
町)

◎
商
工
業
の
団
体
役
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

松
崎
捷
也

(

土
岐
町)

有
賀
金
一

(

寺
河
戸
町)

有
賀
知
哉

(

寺
河
戸
町)

鈴
木
文
彦

(

土
岐
町)

伊
藤
春
生

(

陶
町)

牧
野
武
夫

(

寺
河
戸
町)

市
川
宗
男

(

陶
町)

近
藤
敬
一

(

寺
河
戸
町)

安
藤
桐
夫

(

寺
河
戸
町)

伊
藤
伸
一

(

陶
町)

若
尾�
文

(

寺
河
戸
町)

小
川
成�(

釜
戸
町)

◎
養
鯉
業
団
体
の
役
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

加
藤
勝
美

(

明
世
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
造
園
業
団
体
の
役
員

と
し
て
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

加
藤
久
雄

(

土
岐
町)

◎
保
健
婦
・
看
護
婦
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
地
域
医
療
に
従
事
し
、
住
民
の
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市
制
四
十
五
周
年

記
念
特
別
表
彰
者

国
際
交
流
功
労
者

交
通
安
全
功
労
者

消
防
功
労
者

感
謝
状
贈
呈
者

健
康
と
公
衆
衛
生
の
向
上
に
尽
力

木
村
英
子

(

大
湫
町)

◎
市
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
指
導
に
従
事
し
、
交
通
事

故
防
止
に
尽
力

小
栗

豊

(

日
吉
町)

三
輪
和
博

(

日
吉
町)

◎
消
防
団
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
職

務
に
精
励
し
、
地
域
防
災
に
尽
力

大
山
一
男

(

寺
河
戸
町)

鈴
木
茂
雄

(

釜
戸
町)

岸
本
卓
也

(

釜
戸
町)

◎
国
際
交
流
協
会
長
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
民
間
交
流
の
中
心
と
な
り
産
業

・
文
化
交
流
に
尽
力

村
瀬
玄
昌

(

樽
上
町)

◎
環
境
美
化
活
動
に
多
年
に
わ
た
り
自

主
的
に
取
り
組
み
、
町
の
美
化
意
識

の
高
揚
に
尽
力

倉
内
勝
利

(

寺
河
戸
町)

三
ツ
石
つ
た
子

(

稲
津
町)

◎
屏
風
山
登
山
を
行
い
な
が
ら
多
年
に

わ
た
り
清
掃
活
動
を
行
い
、
環
境
美

化
に
尽
力

瑞
浪
勤
労
者
山
岳
会

(

一
色
町)

◎
止
静
庵
等
史
跡
の
清
掃
を
多
年
に
わ

た
り
行
い
、
町
の
文
化
財
の
保
護
と

町
の
環
境
美
化
に
尽
力

卯
月
会

(

稲
津
町)

◎
歴
史
文
化
財
の
保
護
・
保
存
に
多
年

に
わ
た
り
尽
力

小
里
城
顕
彰
会

(

稲
津
町)

◎
小
里
城
大
橋
付
近
の
清
掃
と
花
植
を

多
年
に
わ
た
り
行
い
、
地
域
の
環
境

美
化
に
尽
力

岩
嶋
美
代
子

(

稲
津
町)

加
藤
信
子

(
稲
津
町)

◎
社
会
福
祉
協
議
会
長
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
に
力

を
そ
そ
ぎ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

育
成
推
進
に
尽
力

中
野
浩
道

(

小
田
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
幼
児
教
育
、
宅
老
所

の
開
設
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

尽
力

緑
川
一
三

(

陶
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
四
季
の
花
を
植
え
、

町
の
環
境
美
化
に
尽
力

堀

利
三

(

陶
町)

◎
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
多
年
に
わ

た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、

地
域
福
祉
に
尽
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
会(

陶
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
花
壇
に
花
苗

を
配
付
等
、
町
の
環
境
美
化
に
尽
力

日
吉
花
つ
く
り
同
好
会

(

日
吉
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
草
刈
り
、
河

川
の
清
掃
等
区
民
全
体
で
環
境
美
化

・
交
通
安
全
に
尽
力

日
吉
町
平
岩
区

日
吉
町
半
原
区

◎
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
伝
統
文
化
を

継
承
。
ま
た
子
供
会
・
老
人
会
等
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力

か
つ
ぎ
会

(

土
岐
町)

◎
戸
狩
生
産
森
林
組
合
の
役
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
山
林
の
育
成
・
整
備

事
業
に
尽
力

加
納

茂

(

松�
瀬
町)

◎
永
年
に
わ
た
り
地
域
病
院
の
支
え
と

な
り
地
域
医
療
の
発
展
に
尽
力

加
藤
元
子

(

寺
河
戸
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
市
職
員
と
し
て
、
ま

た
助
役
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
力

大
竹

晃

(

大
湫
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
市
職
員
と
し
て
、
ま

た
収
入
役
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力

竹
山
良
久

(
多
治
見
市)

◎
竜
吟
湖
付
近
の
土
地
を
普
通
財
産
に

寄
付

神
谷

章

(

名
古
屋
市
緑
区)

◎
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
推
進
の
た
め
多
額

の
金
員
を
寄
付

東
濃
信
用
金
庫

(

多
治
見
市)

◎
消
防
音
楽
隊
の
備
品
整
備
費
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

上
平
町)

◎
消
防
設
備
の
充
実
の
た
め
多
額
の
金

員
を
寄
付

大
昭
和
建
設
株
式
会
社

(

可
児
市)

◎
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進
の
た
め
リ
サ

イ
ク
ル
分
別
用
空
容
器
箱
の
寄
付

中
京
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社

(

名
古
屋
市
東
区)

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付

コ
マ
ツ
名
古
屋
テ
レ
ビ
オ
ー
プ
ン
事

務
局

(

名
古
屋
市
中
区)

◎
教
育
振
興
の
た
め
多
額
の
金
員
を

寄
付

瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ダ
ン
ス
同

好
会

(

上
平
町)

◎
市
民
図
書
館
図
書
購
入
費
と
し
て
多

額
の
金
員
を
寄
付

野
平
琢
朗

(

明
世
町)

◎
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
図

�６８－２１１１
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教
育
関
係
職
員

教
育
功
労
者

表

彰

学
校
・
団
体
・
一
般

児
童
・
生
徒

感

謝

状

書
購
入
費
と
し
て
多
額
の
金
員
を

寄
付

渡
辺
正
子

(

釜
戸
町)

◎
瑞
浪
小
学
校
周
辺
に
植
栽
を
行
い
環

境
整
備
に
寄
与

瑞
浪
小
学
校
建
設
協
力
委
員
会

(

寺
河
戸
町)

◎
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付

西
尾
菊
枝

(

明
世
町)

東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会

(

多
治
見
市)

各
務
や
ゑ

(

土
岐
町)

三
浦
直
丈

(

土
岐
町)

伊
藤
美
代
子

(

明
世
町)

近
藤
直
彦

(

寺
河
戸
町)

間
瀬

巖

(

大
湫
町)

安
保
征
示

(

土
岐
町)

千
田
八
重
子

(

寺
河
戸
町)

山
路
忠
義

(

釜
戸
町)

加
藤

敏

(

寺
河
戸
町)

杉
本

誠

(

釜
戸
町)

安
藤
好
郎

(

稲
津
町)

株
式
会
社

エ
ム
ケ
ー

(

土
岐
町)

大
野
卓
司

(

須
野
志
町)

小
関
一
義

(

日
吉
町)

勝
股
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

勝
股
瑤
子

(

土
岐
町)

加
納
正
則

(

稲
津
町)

工
藤
正
己

(

稲
津
町)

後
藤
忠
則

(

釜
戸
町)

財
団
法
人

田
口
福
寿
会(

大
垣
市)

Ｇ
Ｔ
Ｕ
と
き
わ
歌
謡
ま
つ
り
実
行
委

員
会

(

寺
河
戸
町)

中
野
浩
道

(

小
田
町)

名
古
屋
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

(

名
古
屋
市
北
区)

早
崎
浪
子

(

釜
戸
町)

前
川
邦
子

(

土
岐
町)

瑞
浪
市
職
員
労
働
組
合
連
合
会

(

上
平
町)

社
団
法
人
瑞
浪
青
年
会
議
所

(

寺
河
戸
町)

ユ
ニ
ー
株
式
会
社
瑞
浪
店(

薬
師
町)

若
尾�
文

(

寺
河
戸
町)

株
式
会
社
ア
ル
ペ
ン

(

名
古
屋
市
西
区)

◎
一
色
保
育
園
整
備
費
と
し
て
多
額
の

金
員
を
寄
付

安
藤
八
恵
乃

(

山
田
町)

◎
瑞
浪
市
中
学
校
校
長
会
長
と
し
て
学

校
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献

梅
村
正
靖

(

釜
戸
町)

◎
岐
阜
大
学
教
育
実
践
論
文
最
優
秀
賞

今
井
敬
博

(

釜
戸
小
学
校
教
諭)

◎
岐
阜
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
小
学
生
選
手

権
大
会
優
勝

宮
地

輝

(

土
岐
小
六
年)

山
田
泰
三

(

土
岐
小
六
年)

◎
岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳

競
技
大
会

男
子
百
ｍ
・
二
百
ｍ
背
泳
優
勝

宮
地
宏
和

(

瑞
陵
中
二
年)

◎
第
三
十
五
回
岐
阜
県
中
学
生
学
年
別

水
泳
競
技
大
会

二
年
男
子
五
十
ｍ
・
百
ｍ
平
泳
優
勝

水
野
清
隆

(

瑞
陵
中
二
年)

◎
高
松
宮
杯
第
五
十
回
全
日
本
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
岐
阜
県
予
選
最
優
秀
賞

寺
田
理
恵

(

麗
澤
瑞
浪
高
一
年)

◎
岐
阜
県
歯
の
優
良
学
校
中
規
模
校

特
選
校

土
岐
小
学
校

◎
岐
阜
県
歯
の
優
良
学
校
小
規
模
校

県
一
位

明
世
小
学
校

◎
岐
阜
県
学
校
環
境
衛
生
活
動
小
規
模
校

優
良
校

大
湫
小
学
校

◎
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞

大
湫
小
学
校

◎
岐
阜
県
学
校
環
境
衛
生
活
動
優
良
校

瑞
浪
中
学
校

◎
岐
阜
県
体
力
優
秀
学
校
中
規
模
校

最
優
秀
賞

稲
津
中
学
校

◎
瑞
浪
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健

全
育
成
に
尽
力

横
井
尚
夫

(

寺
河
戸
町)

◎
瑞
浪
市
体
育
指
導
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

西
戸
利
彦

(

釜
戸
町)

伊
藤

治

(

稲
津
町)

◎
民
踊
を
と
お
し
多
年
に
わ
た
り
生
涯

学
習
の
振
興
に
尽
力

成
瀬
政
子

(

小
田
町)

◎
コ
ー
ラ
ス
を
と
お
し
多
年
に
わ
た
り

生
涯
学
習
の
振
興
に
尽
力

平
野

子

(

土
岐
町)

◎
華
道
連
盟
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
生
涯
学
習
の
振
興
に
尽
力

伊
藤
汐
子

(

土
岐
町)

◎
四
季
を
通
じ
て
市
民
図
書
館
に
切
り

花
を
送
ら
れ
た
功
労

今
井
敏
夫

(

土
岐
町)

◎
多
年
に
わ
た
り
学
校
給
食
用
の
パ
ン

製
造
に
携
わ
り
児
童
生
徒
の
体
力
と

体
位
の
向
上
に
寄
与

伊
藤
明
夫

(

土
岐
町)

平成11年12月１日
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特集

���������

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

��������� �������������������
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
、
私
た
ち
の

ま
わ
り
に
は
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
発
生
し
、
処

分
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
は
、
地
球
の
限
り
あ
る
資
源
か

ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
捨
て
る

こ
と
は
、
地
球
の
資
源
を
浪
費
し
て
い

い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

資
源
を
大
切
に
し
、
少
し
で
も
ご
み

を
減
ら
す
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ

れ
て
す
で
に
二
年
余
り
が
経
過
し
、
空

き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
決
し
て
十
分
だ
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
再
利
用
す

る
た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料

の
種
類
ご
と
に
き
ち
ん
と
分
別
し
て
ご

み
を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

別
の
材
料
が
混
入
し
て
い
て
は
、
再

生
品
の
原
料
と
し
て
は
使
え
ま
せ
ん
。

回
収
さ
れ
た
ご
み
は
再
生
品
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
紙
類
は
再
生
紙
な
ど

ビ
ン
は
再
生
ビ
ン
な
ど
に
な
り
ま
す
。

分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
用
す
る
こ
と
も
、

大
切
な
こ
と
で
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
た
製
品
に
は
、

｢

再
生
紙
使
用
マ
ー
ク｣

、
古
紙
を
再

生
利
用
し
た
紙
製
品
に
は

｢

グ
リ
ー
ン

マ
ー
ク｣

、
環
境
に
優
し
い
環
境
保
全

型
商
品
に
は

｢

エ
コ
マ
ー
ク｣

が
付
い

て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
生
品

を
積
極
的
に
使
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
使
え
る
も
の
は
最
後
ま
で
使
お
う

・
詰
め
替
え
商
品
を
利
用
し
よ
う

・
で
き
る
だ
け
修
理
し
て
使
お
う

・
過
剰
包
装
は
断
ろ
う

・
使
え
る
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

よ
う

・
使
い
捨
て
商
品
は
な
る
べ
く
買
わ

な
い
よ
う
に
し
よ
う

・
再
生
品
を
進
ん
で
買
お
う

・
買
い
物
袋
を
持
参
し
よ
う
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～～11月６･７日に開催 『リサイクルフェアみずなみ'99』 ～～

【スチール缶】 【アルミ缶】

【エコマーク】【グリーンマーク】
グリーン マーク

岐阜県廃棄物リサイクル認定製品
利用推進シンボルマーク

リサイクルできるマーク

【再生紙使用マーク】 【ニカド電池】
Ni-Cd

ペットボトル

ポリタンク
など

卵パックや
ラップなど

ポリ袋など

PET

HDPE

洗面器やバ
ケツなど

発泡スチロ
ール

その他の
製品

OTHER

V

PS

LDPE

PP

������������������ �����ご
み
を
減
ら
す
こ
と
の
基
本

を

｢

４
Ｒ｣

と
い
う
言
葉
で
表

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ(

リ
フ
ュ
ー
ズ)

断
る

・
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ(

リ
デ
ュ
ー
ス)

減
ら
す

・
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

(

リ
ユ
ー
ス)

再
利
用
す
る

・
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ(

リ
サ
イ
ク
ル)

再
資
源
化
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
お
金
が
か

か
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
三
つ

の
Ｒ
は
、
比
較
的
お
金
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の｢

３
Ｒ｣

に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

す
ぐ
ご
み
に
か
わ
る
も
の
は

買
わ
な
い
、
そ
れ
が
ご
み
を
減

ら
す
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

会
場
内
で
、｢

リ
サ
イ
ク
ル

で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？｣

と
一
言
ず
つ
聞
い
て

み
ま
し
た
。

・
ソ
ニ
ー
瑞
浪
株
式
会
社

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ･

安
全
衛
生
Ｉ
Ｓ
Ｏ

担
当
部
長

磯
輪
恒
雄
さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
一
人

ひ
と
り
の
心
が
け
が
な
に
よ
り

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

・
ユ
ニ
ー
株
式
会
社
瑞
浪
店

店
長

坂
本
邦
夫
さ
ん

物
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
、

お
互
い
が
責
任
を
も
っ
て
ご
み

の
分
別
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

で
す
ね
。

・
瑞
浪
市
連
合
婦
人
会

会
長

小
川
時
子
さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、

資
源
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

・
瑞
浪
市
生
活
学
校

代
表

平
野
寿
美
子
さ
ん

買
物
す
る
時
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
出
来
る
物
か
、
無
駄
な
物
で

は
な
い
か
、
良
く
考
え
、
安
易

に
捨
て
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
ク
リ
ス
タ
ル
ク
レ
イ
株
式
会
社

営
業
部
長

水
野
光
二
さ
ん

全
員
が
循
環
型
社
会
を
作
る

た
め
に
も
っ
と
貢
献
す
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
東
濃
故
紙
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

総
務

長
瀬
弘
子
さ
ん

み
な
さ
ん
が
再
生
紙
を
使
用

し
た
製
品
を
お
お
い
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平成11年12月１日
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●カラーテレビ (消費電力110ｗ21型)
を１日１時間視聴時間を短縮する

１年間でCO2 4.8㎏削減
●エアコンの暖房の設定温度を１度下
げる

１年間でCO2 11.6㎏削減

●食器洗いは低い温度の水で (１日15
分使う湯を40℃から30℃に下げる)

１カ月でCO2 19.8㎏削減
●石油ファンヒーター (燃料消費量
0.29��h) の使用を1日1時間減らす
１カ月でCO2 6.0㎏削減

紙上不用品交換コーナー

『譲ります・求めます』
家庭で不用になった品物をごみとして処分に出すので
はなく､ 希望する人に譲ることにより､ 資源の再利用と
ごみの減量を図ることを目的として､ 『広報みずなみ』
に､ ｢紙上不用品交換コーナー､ 譲ります・求めます｣
を掲載します｡ ぜひご利用ください｡
なお､ 掲載は一品､ １回とします｡

〈掲載要領〉
★ 掲載を希望される方は､ 市役所環境課へ直接または
電話で申し込んでください｡ 瑞浪市内に在住､ 在勤な
どで､ 連絡が取れる人に限ります｡
★ 申し込む時は､ ①物品名､ ②形状 (大きさ)､ ③希
望価格(無料の場合は無料とする)､ ④使用期間 (譲り
ますの場合)､ ⑤電話番号をお知らせください｡
★ 希望者は､ 各自連絡を取り合って交換してください｡
問い合わせ＝環境課 �内線���
あなたにもできます 地球温暖化を防ぐエコライフ
わたしたちの生活は､ 便利で豊かになりました｡ しかし､ それは資源やエネルギーを大量

に使ってモノを生産し､ 消費することによって支えられています｡ 今､ わたしたちはライフス
タイルを見直すことが求められています｡ まずは､ 自分の暮らしをスリムにしてみませんか？

暮らしの工夫で減らそう！CO2
家庭の消費に関連して排出される二酸化炭素 (CO2) の量は､ 日本全体の排出量の約半分を
占めます｡ わたしたちの環境を守るために､ 日ごろの行動をほんの少し変えてみましょう｡

・
岐
阜
県
電
気
商
業
組
合

瑞
浪
支
部
長

高
木
一
夫
さ
ん

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

お
互
い
の
心
が
け
が
な
に
よ
り

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
よ
。

・
多
治
見
保
健
所

環
境
衛
生
課

主
査

宇
佐
見
文
隆
さ
ん

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

た
め
、
物
を
大
事
に
使
う
こ
と

が
大
切
で
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校

教
諭

島
田
英
治
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
意
識
す
る
こ
と
で
す
ね
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
太
陽
熱
温

水
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
計
も
助
か
る
、
環
境
に
や
さ

し
い
、
ご
み
の
有
効
利
用
、
こ

れ
ぞ
一
挙
三
得
。

・
瑞
浪
市
役
所

河
野
環
境
課
長

来
年
４
月
か
ら
は
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
完
全
施
行
さ

れ
、
対
象
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に

は
、
行
政
、
市
民
、
事
業
者
が

責
任
を
明
確
に
し
、
今
ま
で
以

上
に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�６８－２１１１
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念念願願のの土土岐岐川川改改修修決決定定 水水害害防防止止にに���.. 億億円円

被
災
地
を
見
つ
め
る
竹
内
さ
ん
と
木
股
さ
ん
、

後
方
は
和
合
橋

妻木川合流地点上流部

瑞浪市

土岐市

多治見市

陶都大橋より上流部を望む

改
修
計
画
概
要
図

�
今
年
の
６
月
30
日
に
瑞
浪
・
土
岐

両
市
で
浸
水
面
積
12
ha
、
浸
水
家
屋

94
戸
の
被
害
を
出
し
た
土
岐
川
の
改

修
計
画
が
、
11
月
12
日
に
建
設
省
と

県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

改
修
は
市
内
和
合
町
か
ら
多
治
見

市
ま
で
東
濃
全
域
に
お
よ
び
、
川
床

を
下
げ
る
た
め
の
掘
削
や
護
岸
工
事
、

橋
の
掛
け
替
え
等
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
工
事
総
延
長
は
七
・
五
五
㎞
、

総
事
業
費
は
百
二
十
四
億
四
千
七
百

万
円
、
岐
阜
県
と
中
部
地
方
建
設
局

が
、
平
成
14
年
度
完
成
を
目
指
し
工

事
を
行
な
う
も
の
で
す
。

瑞
浪
の
市
街
地
の
最
下
流
、
岩
が

川
に
せ
り
出
し
た
和
合
狭
窄
部

き
ょ
う
さ
く
ぶ

は
、

川
幅
が
一
〇
〇
ｍ
か
ら
三
〇
ｍ
へ
と

極
端
に
狭
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
上

流
部
に
あ
た
る
和
合
・
薬
師
地
区
は

過
去
幾
度
と
な
く
水
害
に
み
ま
わ
れ
、

平
成
元
年
に
は
床
上
二
ｍ
の
浸
水
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
、
和
合
狭
窄
部
に
つ
い
て
は

岐
阜
県
が｢

河
川
等
災
害
関
連
事
業｣

と
し
て
、
和
合
橋
の
上
流
六
五
〇
ｍ

の
川
床
掘
削
と
護
岸
工
事
を
、
下
流

五
〇
〇
ｍ
に
つ
い
て
は
狭
窄
部
分
の

岩
の
撤
去
と
橋
の
掛
け
替
え
等
を

｢

河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

(

復
緊
事
業)｣

と
し
て
行
う
も
の
で

す
。
事
業
費
は
二
十
億
四
千
七
百
万

円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
改
修
に
よ
る
流
下
能

力
の
増
加
に
対
し
て
、
下
流
に
あ
た

る
土
岐
市
・
多
治
見
市
の
未
改
修
部

分
を
全
面
改
修
す
る
た
め
、
中
部
地

方
建
設
局
が｢

復
緊
事
業｣

と
し
て
、

川
床
の
掘
削
と
固
定
ぜ
き
の
撤
去
、

護
岸
・
築
堤
工
事
、
橋
の
掛
け
替
え

等
を
行
う
も
の
で
す
。
事
業
区
間
は

六
・
四
㎞
、
事
業
費
は
百
四
億
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
15
年
の
小
里

川
ダ
ム
完
成
と
相
ま
っ
て
、
長
年
の

懸
案
で
あ
っ
た
土
岐
川
浸
水
被
害
が

解
消
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

和
合
地
区
で
長
年
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
竹
内
準
一
さ
ん
は
、

『

多
年
の
願
望
で
あ
っ
た
狭
窄
部
の

改
修
が
決
ま
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
56
年
頃
か
ら
ず
っ
と
陳

情
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
河
川
改

修
は
下
流
部
か
ら
実
施
す
べ
き
と
の

原
則
論
に
阻
ま
れ
、
得
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
来
和
合
に

は
浸
水
地
の
汚
名
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、

発
展
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
被
災
以
降
、
自
分
達
も
何

と
か
し
な
く
て
は
と
考
え
、
８
月
31

日
に
、
区
長
や
市
長
、
被
災
者
ら
８

人
で
上
京
し
ま
し
た
。
天
の
時
・
地

元
の
団
結
・
人
の
熱
意
と
行
動
力
が
、

今
回
通
じ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。』

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
11
月
18
日
の

｢

治
水
事
業
促

進
全
国
大
会｣

で
、�
嶋
市
長
が
今

ま
で
の
経
緯
と
治
水
の
重
要
性
を
発

表
、
事
業
採
択
の
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。



９

第19回

日時 12月９日� 10時～15時

場所 ハートピア２階研修室

人権相談員 小栗好夫･伊藤典子

鈴木登･遠藤圭子･岩島康文

西尾善英･逸見恭子

(以上人権擁護委員)

法律相談員 仙石義一

問い合わせ 市民課 �内線105
特設人権・法律相談

議議議議
会会会会
だだだだ
よよよよ
りりりり

11112222
月月月月
４４４４
日日日日����
〜〜〜〜
11110000
日日日日����
はははは
人人人人
権権権権
週週週週
間間間間
でででで
すすすす

◎
多
治
見
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
長
賞

◎
岐
阜
地
方
法
務
局

多
治
見
支
局
長
賞

◎
岐
阜
地
方
法
務
局
長
賞

人
権
書
道
展

◎
市

長

賞

平
成
11
年
第
五
回
市
議
会
臨
時
会
が
、

11
月
５
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
一
件
と
、
そ
の
他
案
件
二
件
が

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。(

会
期
一
日)

報

告

案

件

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

【
公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
損
害
に
つ

い
て
和
解
と
賠
償
額
を
定
め
る
も
の
】

そ
の
他
の
案
件

●
市
有
財
産(

土
地)

の
取
得
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

(

可
燃

物
の
焼
却
施
設)

改
築
に
伴
い
、
隣

接
す
る
土
地

(

日
吉
町
字
勝
狭
間
二

五
八
番
一
○
外
五
筆
、
保
安
林
、
面

積
二
三
、
○
八
五
・
六
五
㎡)

を
三

千
七
百
五
十
八
万
九
百
五
円
で
取
得

す
る
も
の
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
造

成
工
事
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

二
億
四
千
六
百
七
十
五
万
円
で
、
株

式
会
社
西
尾
土
木
部
と
契
約
を
締
結

す
る
も
の
】

※
昭
和
57
年
稼
働
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
施
設
の
老
朽
化
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

恒
久
対
策
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
等
の
た

め
改
築
し
ま
す
。
な
お
、
新
し
い
施
設
は

平
成
14
年
度
当
初
に
操
業
す
る
予
定
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
一
週
間
を｢

人
権
週
間｣

と
し
て
人

権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
啓
発
重
点
目
標

☆
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

☆
ひ
ろ
げ
よ
う
心
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☆
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

☆
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

☆
あ
ら
ゆ
る
差
別
意
識
を
解
消
し
よ
う

人
権
相
談
は
、
い
じ
め
・
体
罰
・
差

別
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
問
題
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
法
務
局
職
員
と
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

12
月
４
日
か
ら
10
日(

６
日
を
除
く)

ま
で
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
書
道

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
募
総
数
二
千

四
百
六
十
三
点
中
、
次
の
み
な
さ
ん
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

【
一
部
】
鈴
木
柚
香

(

稲
津
小
３
年)

表

雅
大

(

土
岐
小
５
年)

【
二
部
】
林

莉
衣

(

稲
津
中
２
年)

廣
畑
恵
美

(

釜
戸
中
２
年)

【
三
部
】
河
合
淑
子

(

土
岐
町)

伊
藤
雅
代

(

瑞
浪
高
２
年)

【
一
部
】
大
山
幸
希

(

日
吉
小
３
年)

青
田

恵

(

瑞
浪
小
６
年)

【
二
部
】
小
栗
里
佳

(

日
吉
中
１
年)

土
屋
佳
代

(

釜
戸
中
３
年)

【
三
部
】
厚
見

稔

(

西
小
田
町)

水
野
恵
梨
子(

中
京
商
高
２
年)

【
一
部
】
水
野
可
奈
子(

瑞
浪
小
４
年)

杉
浦
里
美

(

瑞
浪
小
６
年)

【
二
部
】
木
村
啓
子

(

釜
戸
中
２
年)

斉
藤
香
織

(

釜
戸
中
１
年)

【
三
部
】
兼
松
祐
右

(

瑞
浪
高
２
年)

金
谷
直
樹(

中
京
商
高
３
年)

《

金
賞》

【
一
部
】
三
尾
花
世
子(

土
岐
小
３
年)

【
二
部
】
藤
田
し
ほ
美(

釜
戸
中
１
年)

【
三
部
】
足
立
宣
子

(

釜
戸
町)

《

銀
賞》

【
一
部
】
近
藤
え
り

(

瑞
浪
小
６
年)

安
藤
友
里

(

稲
津
小
６
年)

【
二
部
】
日
比
野
将
史(

瑞
陵
中
１
年)

水
野
湖
弓

(

釜
戸
中
１
年)

【
三
部
】
岡
嶋
眞
由

(

瑞
浪
高
１
年)

北
祐
莉
亜(

中
京
商
高
３
年)

《

銅
賞》

【
一
部
】
加
藤
彩
美

(

土
岐
小
６
年)

愛
知
聖
己

(

土
岐
小
５
年)

水
野
智
晴

(

釜
戸
小
２
年)

【
二
部
】
久
納
一
哉

(

瑞
陵
中
１
年)

田
口
裕
梨

(

陶
中
１
年)

林

沙
織

(

日
吉
中
１
年)

【
三
部
】
中
川
朋
也(

中
京
商
高
２
年)

吉
田
理
恵

(

麗
澤
高
１
年)

小
木
曽
綾

(

多
治
見
高
１
年)

�６８－２１１１
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鎌倉 有
ゆう

志
し

くん 加藤 瑶
よう

子
こ

さん
(２歳) 稲津町小里 (３歳) 釜戸町

－土岐児童センター－

◎防災行政無線(屋外放送)は､ 窓を開けるか､ 外へ出て聴いてください｡

①２・３日分の食料・水の備蓄を
②年末には預金通帳などに記帳を
③身近な家電製品のチェックを
④懐中電灯やラジオの準備を
※詳しくは､ 『くらしと県政』
12月号をご覧ください

心あたたまる 芋煮会
11月6日､ 土岐小学校前の河原で､ 約700人が参加

して芋煮会が行われました｡ これは､ 来年度に入学
する園児や､ 地域のお年寄りを招待し､ 児童会が中
心となって毎年行われているものです｡ 全校児童が
育てたサトイモなどが入った鍋を囲んで､ みなさん
楽しいひとときを過ごしました｡

������������������
｢晴れたる青空ただよう雲よ 小鳥は歌えり林に森に

心はほがらかよろこび満ちて 見かわす我らの明るき笑顔｣

『コンピュータ
西暦2000年問題』
への備えはお済みですか？

白
バ
ラ
コ
ー
ナ
ー

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
等
の
時
候

の
あ
い
さ
つ
状

(

電
報
を
含
む)

を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
開
会
・
議
案
上
程

12
月
２
日�▼一般質問12月９日�12月10日�▼採決・閉会12月21日�傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

(

人
数
制
限
有)

▲11／８ みの作り (稲津萩原長寿会) ▲11／３ 殿と一緒に(美濃源氏フォーラム)
総合文化センター

▲11／７ いもほり大会 (陶町)

平成11年12月１日

12
月
市
議
会

定
例
会
日
程



11

����������
『収蔵品公表展』 �67-2506
会期 ��月��日�～２月��日�
会場 瑞浪陶磁資料館

稲 津 花 街 道

ドラゴン ����
親子三代もちつき交流

��������������������������������� み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

年
齢
別
野
球
交
流
会

江戸時代を中心に､
赤織部鉢､ 青織部向
付､ 御深井水指と華
南の焼き物 『交趾焼』
など未公表の古陶器25
点を展示します｡

11
月
11
日
、
稲
津
町
の
老
人

保
健
施
設
ひ
ざ
し
前
の
県
道
沿

い
で
、
花
の
植
え
替
え
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

春
と
秋
の
２
回
、｢

稲
津
花

街
道
づ
く
り｣

と
し
て
、
環
境

美
化
の
た
め
に
季
節
の
花
を
植

え
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
稲
津
文
化
同
行

会
や
寿
大
学
の
み
な
さ
ん
ら
60

人
が
参
加
し
、
用
意
さ
れ
た
パ

ン
ジ
ー
四
百
株
を
、
手
際
良
く

植
え
替
え
て
い
ま
し
た
。

釜
戸
町
の
竜
吟
峡
に
新
た
な

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
造
ろ
う
と
い

う
試
み
が
、
11
月
13
日
に
始
ま

り
ま
し
た
。
市
内
の
小
・
中
学

生
45
人
が
来
年
３
月
ま
で
か
け

て

『

二
千
年
に
竜
に
因
ん
だ
も

の』

を
制
作
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
達
は
二
班
に
別
れ
、

『

も
の
づ
く
り
教
室』

は
、
市

窯
業
技
術
研
究
所
で
竜
の
制
作

に
あ
た
り
、『

科
学
教
室』

は
、

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
で
、
竜

に
組
み
込
む
音
や
光
に
反
応
す

る
セ
ン
サ
ー
を
作
る
も
の
で
す
。

新
た
な
街
づ
く
り
の
試
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

11
月
14
日
、
明
世
小
学
校
で
、

｢

親
子
三
代
餅
つ
き
大
会｣

が

行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
体
験
を
目
的
に
、

市
農
業
婦
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
を

得
て
、
明
世
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委

員
会
が
昨
年
に
続
き
行
っ
た
も

の
で
す
。
二
百
人
の
参
加
者
は
、

協
力
し
て
き
な
粉
餅
な
ど
を
つ

く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
小
が
１
円
募
金
運

動
で
協
力
し
て
い
る
、
イ
ン
ド

で｢

パ
ン
ニ
ャ
メ
ッ
タ
ー
協
会｣

(

孤
児
の
生
活
の
場)

を
運
営

す
る
、
サ
ン
ガ
ラ
ト
ナ

法
天

マ
ナ
ケ
さ
ん
も
会
場
を
訪
れ
、

楽
し
い
交
流
の
場
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

11
月
７
・
14
日
市
民
野
球
場
外
で
開
催
、

地
区
代
表
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

◎
優

勝

上
小
田
北
区

(

瑞
浪)

◎
準
優
勝

宿
・
宿
洞
区

(

日
吉)

◎
第
３
位

大
川
１
２
３
区

(

陶)

◎

〃

中
大
島
区(

釜
戸
・
大
湫)

◎
第
４
位

産
郷
区

(

稲
津)

◎

〃

戸
狩
区

(

明
世)

�６８－２１１１

以
降
の
換
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
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こちら

区
を
あ
げ
て
初
期
消
火
訓
練

日
吉
町
深
沢

地
域
に
広
が
る
防
災
の
輪

市
内
各
地
の
防
災
へ
の
取
組
み

消火訓練をする深沢区民のみなさん

地
域
で
支
え
る
安
心

釜
戸
町
宿
区
民
が
災
害
支
援
訓
練

応
急
手
当
講
習
を
受
講

明
賀
台

応急手当講習を受ける明賀台のみなさん

｢みずなみ陶生苑｣ で訓練をする消防団員と宿区民のみなさん

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
14
日
、

区
民
が
集
ま
り
、
消
火
器
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

区
長
の
渡
辺
啓
三
さ
ん
は
、｢

私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
消
防
署
か
ら

遠
い
。
消
防
車
が
来
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
り
、
初
期
消
火
に
失
敗
す
れ
ば
家

は
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
す
。
小
さ
な
火

の
う
ち
に
消
し
止
め
て
し
ま
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
み
ん
な
が
承
知

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
区
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
消
火
訓
練
に
は
毎

年
熱
心
に
参
加
し
て
も
ら
え
ま
す
。｣

と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

釜
戸
町
宿
の
老
人
福
祉
施
設
み
ず
な

み
陶
生
苑
で
11
月
14
日
、
地
震･

火
災
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢

み
ず
な
み
陶
生
苑
で
災
害
発
生｣

と
広
報
が
流
れ
、
地
元
宿
区
の
み
な
さ

ん
と
消
防
団
員
が
駆
け
付
け
、
施
設
の

職
員
と
協
力
し
、
入
所
者
の
避
難
誘
導
、

救
出
・
消
火
と
、
て
き
ぱ
き
と
訓
練
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

施
設
長
の
奥
村
敏
男
さ
ん
は
、｢

勤

務
者
の
少
な
い
夜
間
に
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
自
力
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
が
い
る
た
め
、
多
く
の
人

手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
方
々

に
、
こ
う
し
て
お
力
添
え
頂
け
る
こ
と
は
、

と
て
も
心
強
く
、
あ
り
が
た
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
21
日
区
民
40
名
が
、
初
期
消
火

訓
練
の
あ
と
、
集
会
所
で
応
急
手
当
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
署
救
急
救
命
士
に
よ
る

｢

応
急

手
当
の
必
要
性
に
つ
い
て｣

の
説
明
を

受
け
た
後
、
一
人
一
人
が
異
物
の
除
去

や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
実
技
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
自
主
防
災
組
織
の

役
員
が
中
心
と
な
り
、｢

事
故
や
災
害

が
起
き
た
と
き
、
自
分
達
に
何
が
で
き

る
の
か
、
何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

か｣

と
い
う
話
し
合
い
か
ら
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

平成11年12月１日

今
年
も
地
球
の
各
地
で
地
震
が
発
生
し
、
特
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ト
ル
コ
、
台
湾

で
は
規
模
が
大
き
く
、
多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
、
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
五
年

前
の
阪
神
大
震
災
の
惨
劇
と
も
重
な
り
合
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
地
震
の
怖
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
と
い
っ
て
も
、｢
地
震｣

の
よ
う
に
一
方
的
に
受
け
身
に
立
た
さ
れ
て
し

ま
う
も
の
と
、｢

火
災｣
の
よ
う
に
私
た
ち
の
注
意
し
だ
い
で
発
生
が
未
然
に
防

げ
る
も
の
、
万
一
発
生
し
て
も
日
頃
の
備
え

(

消
火
器
の
設
置
・
消
火
訓
練
等)

に
よ
っ
て
被
害
を
軽
減
で
き
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
災
害
で
あ
っ
て
も
、
被
害
は
最
小
限
に
く
い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
市
内
各
地
区
の

｢

防
災｣
へ
の
取
組
み
を
紹
介
し
て
、
地
域
の
防

災
活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
十
一
年
度
第
二
回
青
少
年
育
成

市
民
会
議
運
営
委
員
会
が
、
十
一
月
七

日
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度

｢

青
少
年
育
成
小
集
会

活
動
モ
デ
ル
地
区｣

に
指
定
さ
れ
た
六

地
区
の
う
ち
、
東
町
一
・
二
・
三
丁
目

地
区

(

陶
町)

、
大
久
後
・
細
山
地
区

(

釜
戸
町)

、
水
の
木
地
区(

瑞
浪
地
区)

が
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
工
夫
を
こ

ら
し
た
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
今
年
度
の
瑞
浪
市
主
張

大
会
で
小
学
校
・
中
学
校
の
部
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
李�
く
ん

(

土
岐

小)

と
安
藤
良
子
さ
ん(

瑞
浪
中)

が
、

自
分
の
体
験
や
考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
岐
阜
県
同
和
問
題
啓
発
講

師�
幸
雄
さ
ん
が
〜
人
権
感
覚
を
更
に

深
め
る
た
め
に
〜｢

人
権
問
題
の
根
底｣

と
題
し
、
講
演
を
し
ま
し
た
。

今
回
報
告
の
あ
っ
た
モ
デ
ル
地
区
、

三
地
区
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
東
町
一
・
二
・
三
丁
目
地
区

地
区
の
活
動
と
し
て
の

｢

サ
ツ
マ
芋

づ
く
り｣

｢

町
内
一
斉
清
掃
と
花
壇
づ

く
り｣｢

ラ
ジ
オ
体
操｣

な
ど
を
通
し
て
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
中
学
生
、
大
人
、

高
齢
者
ま
で
、
年
代
の
異
な
る
世
代
の

人
々
と
接
し
、
心
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を

つ
く
り
ま
し
た
。

｢

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会｣
｢

東

町
夏
ま
つ
り｣

は
、
地
区
内
に
あ
る

｢

身
体
障
害
者
療
護
施
設
サ
ニ
ー
ヒ
ル

ズ
み
ず
な
み｣

と
の
交
流
を
図
っ
た
行

事
で
す
。
中
学
生
も
諸
係
り
を
担
当
す

る
な
ど
主
体
的
に
参
加
し
て
、
サ
ニ
ー

ヒ
ル
ズ
の
在
園
者
や
そ
の
家
族
、
職
員
、

地
区
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り
達
が
楽
し

み
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

陶
子
連
主
催
の

｢

追
跡
ハ
イ
ク｣

｢

夏
合
宿｣

、
町
の
恒
例
行
事

｢

ふ
れ
あ

い
広
場｣

に
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

多
く
の
人
と
と
も
に
活
動
し
、
人
々

と
ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と

に
よ
り
、
テ
ー
マ

『

み
ん
な
仲
良
く』

に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
大
久
後
・
細
山
地
区

こ
の
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
的
行
事

｢

虫
送
り｣

(

祇
園
祭
り)

、
子
ど
も
御

輿

(

刈
安
神
社)

を
大
切
に
し
、
後
世

に
伝
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

｢

虫
送
り｣

の
人
形
つ
く
り
で
見
ら

れ
た
、
子
ど
も
達
が
額
を
寄
せ
合
い
、

大
人
か
ら
人
形
の
大
き
さ
や
紙
の
切
り

方
等
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
姿
は
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
感
じ
ま
し
た
。

最
近
、
子
ど
も
御
輿
を
か
つ
ぐ
高
学

年
の
子
ど
も
が
少
な
く
な
り｢

紅
葉
会｣

(

青
年
部)

に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
神
前
に
奉
納
す
る

｢

三

海
里｣

の
奏
楽
を
演
奏
す
る
者
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

昔
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能

で
あ
る
の
で
、
区
民
全
員
で
大
切
に
引

き
継
ぐ
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か

｢
花
壇
づ
く
り｣

｢

土
岐

川
清
掃｣

｢

ラ
ジ
オ
体
操｣

｢

夏
祭
り｣

な
ど
の
行
事
に
区
の
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
総
出
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て

｢

心
の
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
区
民
が
愛
す
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り｣

を
区
民
総
出
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

☆
水
の
木
地
区

前
回
の
小
集
会
活
動
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
実
践
活
動
を
行
っ
た
中

で
、
中･

高
校
生
の
自
分
達
か
ら
の
参
加

が
少
な
い
と
い
う
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
反
省
を
踏
ま
え
、
中
・
高

校
生
の
活
動
組
織
が
で
き
る
よ
う
に
働

き
か
け
を
行
い
、
四
年
前
か
ら
中
・
高

校
生
の
組
織

『

セ
ン
チ
ュ
リ
ー』

が
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

本
年
度
の
活
動
で
は
、｢

夏
祭
り
の

協
力
・
参
加｣

｢

区
内
清
掃
の
運
営
・

参
加｣

｢

小
・
中
学
校
の
資
源
回
収
の

参
加｣

を
計
画
、
子
ど
も
会
の
活
動
を

支
援
し
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

水
の
木
区
で
は
、
数
年
前
か
ら

｢

青

少
年
育
成
だ
よ
り｣

を
発
行
し
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
や

青
少
年
問
題
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
会
や
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
の
活
動
を
知
る
こ
と
で
、

気
軽
に
子
ど
も
達
に
声
を
掛
け
る
こ
と

が
で
き
、
区
民
が
団
結
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
青
少
年
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

�６８－２１１１



14

パソコン短期講習 春休み海外派遺事業
参 加 者 募 集

就職面接会参加事業所募集

『ゆく年 くる年
みんなで守る 地域の安全』��月��日～�月�日

『バイオってなに？』
第２回市民公開講座 科学実験講演会

市営住宅入居者募集 ���������
団地名 所在地 形 式 構 造 募集数 家 賃

下 山 田 山田町 ２ＤＫ
簡２ＰＣ造 ３

入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収
入
・

住
居
の
規
模
・
構
造
な
ど
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

簡平ＰＣ造 １
鶴 城 土岐町 ２ＤＫ 簡 平 Ｂ 造 ７

竜 吟 釜戸町
２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ７
３ Ｋ 簡 平 Ｂ 造 １
２ＤＫ 簡２ＰＣ造 １

公文垣内 釜戸町 ２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ９
日 吉 日吉町 ２ＤＫ 簡２ＰＣ造 ２
浄 円 陶 町 ２ＤＫ 簡 平 Ｂ 造 １

応募資格 ◆原則として市内に３カ月以上住所ま
たは勤務地があり､ かつ､ 市税を滞
納していない方
◆現に同居または同居しようとする親
族があり､ 世帯を構成する方
※単身で入居できる場合もあります｡
◆現に住宅に困窮し､ 収入基準に適合
する方

応募期間 12月１日�から12月15日�まで
※所得のわかる書類を持って来てください｡

◆対 象 者 もう一度働きたい女性
◆募集人員 30人 (受講は無料､ 教材費実費)
◆講習会場 多治見市産業文化センター

(多治見市新町1-23)
◆講習期間 １月18日～２月２日の内10日間

(時間 ９時30分～15時30分)
◆申込受付 12月９日�・10日� (10時～16時)
に､ 講習会場で本人が直接申込む (電話不可)
◆照 会 先 岐阜県女性就業促進センター����－���－���� 内線���
ハローワーク多治見・恵那・中津川・春日井
共催による面接会の参加事業所を募集します｡
◆日時 平成12年２月３日� 13時～16時
◆会場 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町高山)
◆対象 次の方たちの採用を予定している事業所
①平成12年３月に大学・短大・高専・専修学
校､ 高校卒業予定者
②30歳位までの仕事を探している方
◆申込締切 12月22日� (参加費は無料)
◆問い合わせ ハローワーク多治見���－���� 内線��
バイオテクノロジーの入門から遺伝子組み換
えなどを含めた講演と､ ＤＮＡのとり方など簡
単な実験を交えたわかりやすい講座です｡
◆日時 12月12日� 14時30分～16時30分
◆会場 サイエンスワールド
◆講師 �岐阜県国際バイオ研究所 野沢義則

副所長､ 赤尾幸博遺伝子診断研究部長
◆対 象 一般 (小学校高学年以上)
◆募集人数 200人 (参加費無料)
◆申込締切 12月６日� 締切日必着
◆申込方法 往復はがきに､ ① 『バイオ』 講演
希望､ ②郵便番号・住所､ ③参加者氏名 (ふり
がな)・年齢 (学年)・児童生徒の場合は保護者
氏名､ ④連絡先電話番号を明記､ グループ応募
の場合は､ はがき１枚で５人まで申し込みがで
きます (全員の氏名・年齢(学年)を記入する)
◆申 込 先 〒509－6133 明世町戸狩54
サイエンスワールド 『市民公開講座12月』 係

＊応募者多数の場合は抽選し､結果を通知します
◆問い合わせ サイエンスワールド���－���� FAX��－����

中・高校生対象事業 (中１～高３)
◆派遣先 アメリカ・イギリス・カナダ

オーストラリア・ニュージーランド
◆期 間 ３月21日～４月３日 14日間
＊カナダのみ３月25日～４月５日 12日間
◆内 容 ホームステイ･学校体験･地域見学等
◆募集人数 126人 (書類審査有)
◆参加費 約36万円 ◆締め切り ２月１日�
小・中学生対象事業 (小４～中３)
◆派遣先 サイパン
◆期 間 ３月26日～３月31日 ６日間
◆内 容 英語にチャレンジ・野外活動等
◆募集人数 150人 (先着順受付)
◆参加費 約14万円 ◆締め切り ２月18日�
◆問い合わせ・資料請求先 �国際青少年研修
協会 〒160-0004 東京都新宿区四谷２の11
大村ビル３階 ���－����－����
12月20日までに投かんされた年賀状には､

｢2000.1.1年賀｣の日付印が押されます

平成11年12月１日
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相 談 コ ー ナ ー

�������������)�������������(

自 衛 官 募 集

准看護婦学校生徒募集

ホームヘルパー３級養成研修

年末年始のし尿のくみ取り

斎場のお休み 市民課 �内線��� ������ 県民手帳 １冊480円今月の納期

1月のトレーニング講習会

�������������������人権・法律相談 市民課 �内線���
日時…12月９� 10時～15時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会 �68－4148
日時…12月６日�・13日�・20日�・

27日� 10時～15時
◆結婚相談 市民課 �内線���
日時…12月１日�・８日�・15日�・

26日� 10時～16時
◆行政相談 市民課 �内線���
日時…12月13日� 10時～15時
◆高年齢者職業相談室 商工課 �内線���
毎週…火・木・金 (除く休日) ９時～16時����������
◆母子相談 福祉課 �内線���
日時…12月７日� ９時～12時
◆身体障害者相談 福祉課 �内線���
日時…12月３日�・13日�・24日�

９時～12時
◆教育相談 学校教育課 �内線���
日時…12月２日�・８日�・15日�・22日�

13時～17時
◆無料税務相談 税務課 �内線���
日時…12月16� 10時～15時
◆住宅修繕相談 都市計画課 �内線��８
日時…12月21日� 10時～15時

◆移動家庭児童相談 福祉課 �内線���
日時…12月１日� 10時～12時 陶児童館
日時…12月１日� 13時30分～15時30分

稲津コミュニティーセンター
日時…12月８日� 10時～12時

釜戸コミュニティーセンター
日時…12月８日� 13時30分～15時30分

日吉コミュニティーセンター

休場日 12月６日�・11日�・17日�・
23日�・29日�

○市県民税 (特別徴収) 11月分 12月10日�
○固定資産税･都市計画税 ３期分 12月27日�
○国民健康保険料 12月分 12月27日�
○国民年金保険料 12月分 12月27日�
○水道料金･下水道使用料 11月分 12月27日�

◆受験資格 日本国籍を有する15歳以上17歳
未満 (平成12年４月１日現在) の
中学校卒業 (見込み) の男子

◆受付期間 １月４日�まで
◆試 験 日 １月５日�
◆試験会場 東濃西部総合庁舎(多治見市上野町)
◆問い合わせ 自衛隊多治見事務所 �22-6024
多治見市医師会付属准看護婦学校では､ 次の
とおり平成12年度の生徒を募集します｡
◆募集人員 40人
◆受験資格 義務教育終了 (見込み) 者で､ 看

護学教程履修可能な学力のある方
◆願書提出期間 １月10日～１月31日
◆試 験 日 ２月10日�
◆試験科目 数学・国語・社会及び面接
◆問い合わせ 多治見市医師会付属准看護婦学校���－����
意欲のある健康な高齢者のみなさんの出番です｡
◆対 象 者 55歳以上おおむねも65歳以下の方
◆募集人員 20人程度 (テキスト代 5,200円)
◆研修会場 多治見市高齢者能力開発研修セン

ター (多治見市池田町2-103)
◆研修期間 １月17日�～２月28日�
◆申込締切 12月22日� (消印有効)
◆申し込み方法 往復はがきに ｢養成研修希望｣
｢研修会場多治見市｣ として､ 郵便番号・住
所・氏名・性別・年齢・電話番号を明記
◆申 込 先 岐阜県シルバー人材センター連合会
養成研修係〒500-8145岐阜市雲井町３－12����－���－����
12月29日�まで通常業務です｡ 年末収集を希
望される方は､ ㈲中部環境 (���－����)
へ12月15日�までに連絡してください｡
年始は､ １月４日�から通常業務となります｡
市役所､ 各コミュニティセンターで発売中

土・日曜日13時30分～､ 木曜日18時30分～
＊対象高校生以上､ 要申込み､ 1回10人まで
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

保保保健健健セセセンンンタタターーーだだだよよよりりり ���－����
����������年末愛の血液助け合い運動� 12月は骨髄バンク推進月間です

12月10日� 大 湫 病 院 10時～11時30分

瑞浪精機(稲津) 12時～13時

昭 和 病 院 14時30分～15時30分

精神保健･老人性痴ほう相談
期日･受付時間 12月14日� 13時～14時

かぜに負けない体を ～予防に効果のある食事～担 当 精神科医師・精神保健相談員

相 談 内 容
老人ボケ､ アルコール依存症､
落ち着きがない､ 登校拒否など

三種混合Ⅰ期初回申し込み期限の延長

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ���������� ������������ � � � ���� � � � � � �� カ 月 児 健 康 診 査 12月21日� 13時～14時
第1子は13時開始 平成 11年�月生まれ 母子健康手帳�歳�カ月児健康診査

＊健診終了後希望者に歯み
がき教室を実施します

12月10日�
12時30分開始

平成10年�月生まれの男児 母子健康手帳
コップ・タオル
※保護者の歯科検診を
同時に実施します12月22日� 平成10年�月生まれの女児� 歳 児 健 康 診 査 12月17日� 12時30分開始 平成�年 11月生まれ 早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

12 カ 月 児 相 談 12月20日� �時30分～11時 平成 10年 12月生まれ 母子健康手帳

中期・後期離乳食相談 12月�日� 13時30分～15時 生後�カ月以降の乳児
※要電話予約 母子健康手帳�歳�カ月児歯みがき教室 12月�日� �時～11時 平成�年�月生まれ

母子健康手帳

歯ブラシ､ コップ

�歳児歯みがき教室 12月13日� 平成�年 10月生まれ�歳�カ月児歯みがき教室 12月14日� 平成�年�月生まれ�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室

12月15日� 平成�年 12月生まれ
平成�年�月生まれ�歳臼歯ムシ歯予防教室 12月�日� 14時30分開始 平成�年 12月生まれ 母子健康手帳

コップ､ タオル

冬場は献血者が減少します｡ ご協力ください｡

※電話などでの予約が必要です｡

12月17日�まで期限を延長します｡ 該当者でハ
ガキを出されていない方は､ 至急保健センターへ
申し込みください｡
詳細は､ 広報みずなみ11月１日号をご覧ください｡
なお､ 今回の期限を過ぎれば申し込みはお断り
します｡

ドナー登録のできる人は
①年齢が20歳～50歳までの健康な方
②骨髄提供の内容を十分に理解している方
③ドナー登録について家族の同意を得ている方
血液の難病から命を救う骨髄移植
フリーダイヤル ����－���－���
ホームページ http:��www.jmdp.or.jp�� 骨髄移植推進財団

①ビタミンＣをとる
白血球のはたらきを増し､ 感染症への抵抗力を
高める効果があります｡ 野菜や果物を使ったサ
ラダなどいかがでしょうか｡
②ビタミンＡをとる
鼻､ のど､ 気管支などの粘膜を丈夫にします｡
緑黄色野菜を油脂と一緒にとると､ より一層吸
収力がアップします｡
③たんぱく質をとる
免疫力をつける源です｡ 毎食たんぱく質の豊富
な主菜をとるよう心がけましょう｡


